
【取組内容】 授業実践の交流を通して、情報活用能力の育成に関わる意識の共有

京丹波町立和知中学校(京都府)【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、まずはやってみて修正をしていく方法で実践を行ってきた。自立した学習者の育
成に向けて「個別最適な学び」を実践し交流する中で、学びを子どもに委ねるためには、情
報活用能力や自己調整能力の育成が必要であるという認識を教職員全体で共有することがで
きた。具体的な方法論のアップデートも必要であるが、授業観や生徒観といった「観」の
アップデートも合わせて学校全体で行っていく必要がある。

教科書の構造を教える

キーワードで構造化

考え方の明示的指導

整理・分析

資料作成の指導
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